特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年8月16日421号
●福島の子供支援　絆の取り組み　流しそうめんと火おこし器製作　10日　20台の制作
19名の子どもたちと付き添いの親6人が京田辺に放射能から逃れて保養のために来られました。「絆」という実行委員会を作って有志の方々が食事作り、洗濯、宿題の指導などを受持ってお世話をされていました。10日間の短い期間でしたが、低レベル放射能を心配しながらの生活から、安心して屋外で楽しめる場を提供してあげようという人々に支えられての夏休みです。
私たち里山の会ではこれから社会を背負っていく子供たちにとって少しでも放射能の危険のない場所で過ごされることに協力しようと話合って「火起こし器」の製作を企画しました。そしてもう一つは流しそうめんの樋を作る事でした。
里山の会から10人のスタッフが出て、8時30分から竹割りや樋を受ける三つ叉を作りました。「火起こし器」作りでは前日に弾み車作りや芯棒の寸法切りなどの準備をし、出来るだけ短時間に仕上げられるようにしました。来られた皆さんの中にのこぎりを使うのは初めてという方が数名おられてスタッフがサポートして12時前に全員完成させることが出来ました。これを使って13日のキャンプでご飯を炊くことができればよい思い出にあるのではないかと思います。
ツバメのねぐら入り観察会11日　11人参加　
この日の午前中は雨が激しく天気予報では70％の降雨確率と報ぜられています。多分これでは参加者がほとんどないのではと向島駅に向かいました。集合時間になると全員そろって11名なので、大変驚きました。少々の雨では動じないという猛者ばかりでした。目川の太閤堤や巨大なムクの木を訪ね、サギやジャンボタニシ、国営の干拓事業の第1号として完成させたことなどを説明しました。いよいよツバメの観察ですが曇りなので日没がはっきりしない関係でツバメの帰りが心配させられました。7時過ぎになると集団が東西南北から次々帰ってきます。解説者の宮本さんからツバメがねぐらに入ってヨシにとまっているポイントでフイルドスコープをセットして戴き全員がカワラヒワやスズメ、ツバメの状況を確認出来ました。今回が直接ツバメの姿を確認できたのは初めてで、大きな収穫でした。
●木津川上流域レンジャーとの共同企画　　木津川の源流を訪ねる　　出発：19日　　
木津川流域センター7時30分
◎　喜撰山ダムと天ヶ瀬ダムの発電所の見学会は中止させていただきます。昨日の京都府南部の豪雨で甚大な被害を受けて通路の確保が難しく、職員さんも災害復旧のために奮闘されているので、やむなく見学会は中止とさせていただきます。期待をされ、都合をつけてこられた皆さんには不測の事態が起きましたのでやむを得ない措置とご理解いただきますようお願いいたします。めどがつきましたら適当な時期に再度取組んでみたいと思います。

第16回里山講演会は、城陽市で初開催
城陽市男女共同参画支援センター　9月8日（土曜日）13時～17時
演題｢秀吉と淀川｣でお話をいただきます。大阪市歴史博物館館長　脇坂修氏　

ＪＲ城陽駅から徒歩３分（城陽中学グランド西）


地域で考えよう防災
参加者募集　少し余裕があります

8月26日　（日）　午前の部10時より　午後の部1時より　約2時間
精華町　川西小学校　駐車場少々あり
9月14日未明から明け方にかけて京都南部に豪雨が発生、犠牲者が発生しました。
59年前の8月14日に山城大水害が発生し井手町や山城町など木津川右岸で壊滅
的な洪水が発生しています。9月には宇治川左岸の決壊で巨椋池が復元する大水害
が起きました。まさに災害は忘れたころにやってくるといわれていますが、その
通りになりました。応募に少し余裕があるようです。ご参加をお待ちしています









週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

